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「動けば変わる！　We　Serve」
「ウィ・サーブ」

「変化は希望 想いは絆 そこから始まる We Serve」

1123回　4月度第1例会

テールツイスター代理　L杉山周一



 

■ 第1122回 3月度第2例会 会長　L田中智司　挨拶 ■
目の前の信頼から平和へ。今年度スローガン「思いは絆」に込める願い
桜の開花宣言も聞かれ、いよいよ春本番を感じる季節となりました。公園でゲート
ボールを楽しむ方々の姿に春の訪れを実感する一方で、花粉症に悩まされる時期
でもあります。皆様におかれましては、いかがお過ごしでしょうか。
本日の例会では、日本赤十字社 愛知県支部より石川様をお招きいたしました。平
素よりメンバーの皆様には献血活動に多大なるご尽力をいただいておりますが、
本日は赤十字様の幅広い活動について直接お話を伺うことで、私たちが取り組む
奉仕活動の意義と大切さを改めて再確認できる貴重な機会となることと存じま
す。

さて、世界に目を向けますと、国家間の対立や資源問題など、先行きの見えない不安なニュースが日々報じられていま
す。権力や価値観の違い、恐怖や不信から、人間は時に争いを起こしてしまう生き物です。しかしその一方で、私たちに
は「敵対していた者同士でも手を取り合える」という素晴らしい側面もあります。
第二次世界大戦中、秋田県の男鹿山中に墜落した米軍機「B29」の生存兵士（当時19歳）を、地元の人々が敵味方の垣
根を越えて救護したというエピソードがあります。相手を知らないうちは恐れを抱いても、顔を合わせ言葉を交わせ
ば、そこには同じ血の通った人間がいます。この「人を思いやり、助け合う姿」こそが、人間の持つもう一つの真理では
ないでしょうか。
今回お話を伺う日本赤十字社様の活動、そして我々ライオンズクラブの活動の根底に流れているのも、まさにこの精
神です。地域の人々と繋がり、困っている方に手を差し伸べ、世代を超えて交流を深める。私たちの行いは一つ一つは
小さなものかもしれませんが、それが確実に人と人との信頼を生み、強い絆を築いていきます。
今年度のクラブスローガンは「思いは絆」です。 思いが人を繋ぎ、その絆が地域を支えます。「世界平和」という言葉は
壮大に聞こえるかもしれませんが、その第一歩は、目の前の人との信頼関係を築くことから始まります。我々の奉仕活
動も、その確かな一歩であると信じています。
これからも「絆」を大切に、皆様と共に奉仕活動へ邁進し、明るい未来を切り拓いていきたいと思います。引き続きのご
協力とご支援を、どうぞよろしくお願い申し上げます。

 
 
 
 

ライオンズローア　L村瀬太一

たゆまぬ努力と奉仕への思いを込めて ～ライオンズ・ローア～
改めまして、こんにちは。そして本日の委員長、ローアのご指名ありがとうござ
います。
本日、名古屋市に桜の満開宣言が出されました。気温も穏やかになり、4月に
行われる花見例会など、春の行楽シーズンに突入し、桜を見ながらお弁当を広
げて楽しんでいる景色を思い浮かべながら、ワクワクと高揚している今日この
頃です。私自身も久しぶりのローアということで、緊張と高揚をしております。
今年度、田中会長をはじめ、役員の皆様には色々なアクティビティを企画して
いただき、ありがとうございます。今期も残り3ヶ月ほどとなりましたが、引き続

きよろしくお願いいたします。
毎年、冬の厳しさや厳しい暑さを乗り越えると、秋の紅葉が訪れます。樹木も自然の厳しさに耐えてコツコツと成
長し、ある時期に私たちを楽しませてくれます。 さて、「コツコツ」と言いますと、たゆまぬ努力をされている川口ラ
イオンではないかと私は思っています。2015年9月のご入会以来、10年以上にわたり、例会約240回において
100%出席をされています。とても素晴らしいことではないかと思っております。また、今は亡き樋口ライオンも、入
会されてから30年あまり100%出席をされていたと記憶しております。小さな努力ではなく、この大きな努力を積
み重ねている川口ライオンに、どうぞ大きな拍手をお願いいたします。（拍手）
私自身もたゆまぬ努力を、家庭内においても続けたいと思っています。今晩は、ちょっと頑張りたいと思います。皆
様の温かいヤジのおかげで緊張もほぐれました。
最後に、変化に希望を抱き、また奉仕活動に思いを込めて、地域との繋がりを深めていくことを祈念いたします。そ
して、本日お越しいただきました日本赤十字社の石川様、ならびに日本赤十字社の活動に敬意を表しまして、ロー
ア一声よろしくお願いいたします。 ウォー！



ゲストスピーチ　石川様

日本赤十字社の多岐にわたる活動と地域連携 ～石川様 ゲストスピーチより～
本日の例会では、日本赤十字社 愛知県支部 事務局の石川様をお招きし、赤十字の幅広い活動についてご講演い
ただきました。
■ 日本赤十字社とは 

日本赤十字社は、日本赤十字社法に基づく認可法人であり、公務員ではなく民間企業のように活動しています。 血
液事業や医療事業だけでなく、災害救護活動や国際活動など、9つの事業を展開しています。 紛争地域などでの
国際活動においては、中立の立場で支援を行っているのが特徴です。
■ 災害救護活動の現場から
石川様は、1月2日から石川県での災害救護活動に参加されました。 全国から約340班の救護班が派遣され、毛布
や安眠セットなどの救援物資が配布されました。 派遣初期はテント泊を余儀なくされる過酷な環境でしたが、そ
の後は医師、看護師、事務職がチームとなり、医療救護を実施したとのことです。 また、平時より愛知県内の各所に
救援物資を備蓄し、災害への備えを徹底しています。
■ 地域社会と連携した福祉事業　 愛知県支部では、以下の4つを重点領域として福祉事業を展開しています。
　　•子ども・子育て世帯の支援
　　•高齢者健康生活支援
　　•多文化共生社会の実現に向けた事業の推進
　　•災害時の被災者支援
具体的な取り組みとして、企業や団体と連携した活動が行われています。
　　•UR都市機構と連携し、団地の空きスペースを活用した子どもの第3の居場所づくり（夏休みの宿題支援など）
　　　を実施。
    　•児童養護施設の子どもたちを対象に、スポーツ観戦やバーベキューなどの思い出づくりを支援。
    　•名古屋グランパスと協定を結び、ロコモ予防の動画作成などの高齢者支援を実施。
　　•豊橋市などと協働し、外国人学校での健康診断の実施や、名古屋オーシャンズと連携したAED講習などを通
　　　じて、多文化共生社会の実現を目指している。
■ 活動を支える寄付の現状 　これらの多岐にわたる活動は、愛知県内で年間約11億円集まる寄付を財源として
います。 そのうち約4億円が町内会経由、約7億円が企業や個人からの寄付によるものです。 しかし、近年は町内
会の加入率低下に伴い、町内会経由の寄付が減少傾向にあるという課題も共有されました。
献血活動を含め、苦しんでいる人を救いたいという理念のもと活動する日本赤十字社へ、引き続きのご支援・ご協
力をお願いいたします。
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累進メルビン・ジョーンズ・フェロー・アワード

L小塚貴之　　　　L杉山周一　　　　L中村　紳

ライオンズ・サポーターピン

（ゴールド）　L小塚貴之

マイルストーン・シェブロン・アワード

家族会員    長谷川理絵 様　 　内海　都 様
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今後のスケジュール

出席状況報告

第1123回 4月度 第1例会   （花見例会）
《日時》 令和8年4月9日（木）　12：30～
《場所》 味美白山神社　社務所

１．開会のゴング
２．国旗に敬礼
３．   国歌並びにライオンズクラブの歌斉唱
４．  ライオンズの誓い唱和とスローガン唱和
５．  会長挨拶
 ６.     講和
７.      誕生日、結婚記念日のお祝い
８.     幹事報告
９.   テールツィスターの時間 
10.    出席状況報告
11.    ライオンズローア　 
12.    閉会のゴング
 【食　事】

例会プログラム

第1122回  3月度  第2例会     2026年3月26日（木）
   〈会員総数〉50名    〈出席者数〉36名
   〈欠席者数〉14名　 〈例会出席率〉72%

出席状況
報告

L小山 貴次

■ 発行所 春日井中央ライオンズクラブ
■ 事務局 春日井市鳥居松町5-45 春日井商工会館内　TEL 0568-84-0585　FAX 0568-82-0220

■ マーケティング・コミュニケーション委員長

■ 会長 L田中 智司  田中事務所　　 春日井市鳥居松町4-16 TEL0568-82-4152
■ 幹事 L中村 紳 （株）看板ナカムラ 春日井市気噴町3-12-1  TEL0568-51-5810

プラミング設備 (同)
春日井市中央通2-61 プリンスハイツ中央通1003

TEL0568-84-8084


